
別記第３号様式               地 域 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト 調 書 

実施主体 

（市町村名） JR江差線対策協議会 

１ 地域再生プロジェクトの概要 

地域再生 

プロジェクト名 
“追憶と記憶・人と未来”を紡ぐ新たな観光振興プロジェクト 

実施 
期間 

平成２５年度～平成２６年度 
事業 
区分 

新規・継続 

実 施 主 体 

市 町 村 名：江差町・上ノ国町・木古内町・奥尻町 

民間団体名：ＪＲ江差線対策協議会・ふれあいローカル江差線実行委員会・江差町陣屋町内会・江差観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮ

ﾝ協会・江差商工会・新幹線木古内駅活用推進協議会・木古内町観光協会 

計   ４  市町村 

    ７  団 体 

地域再生 

プロジェクトの 

目標 

（地域の現状・課題） 

○ 昭和１１年の開業から長きにわたって、地域の公共交通機関として活用されてきたＪＲ江差線が、平成２６年度の初頭を以っ

て廃止となり、観光振興や経済交流等、様々な場面での地域の衰退が懸念されている。一方、一昨年に発生した東日本大震災に

よる東北地方の被災状況は記憶に新しいところであるが、当該地域においても、平成５年に南西沖地震を経験しており、震災後、

本年２０年を迎えようとしている中、風化しつつある南西沖地震の記憶をしっかりと語り継がなければいけないとともに、過去

を未来につなぐ２０年観光の体制を構築する必要がある。また、廃線が決定したＪＲ江差線についても、鉄道の布設に尽力した

先人の思いや、鉄路を通じての風景等をしっかりと記憶と記録にとどめなければいけないものと確信している。 

○ また、２０１５年の北海道新幹線の開業を控え、檜山地域として、しっかりとその恩恵を享受するべく木古内駅を基軸とした 

広域観光ルートの開発や、周辺自治体の観光資源等のＰＲや情報の発信が急がれている。 

（プロジェクトの目標） 

○ ＪＲ江差線に関する廃線イベントを展開し、歴史や風土、車窓からの美しい景観等の魅力を発信し、地域の観光振興に寄与す

ることとしたい。また、同時に木古内町を基軸とした西南渡島半島ルートの開発を行うとともに、震災後２０周年を迎える奥尻

島での震災ツアーを計画するなど、ＪＲ江差線と南西沖地震の記憶と追憶をテーマに２町での連携した取組を実施し、地域の観

光の振興や経済の活性化、更には、新たな観光シーンの構築を目指すものとする。 

○ また、併せて２０１５年に開業を予定している北海道新幹線の恩恵をしっかりと地域で享受するべく、檜山ルートの広域連携

を官民協働で取り組むことで観光客入込数の増とフェリー航路活性化に繋げる仕組みを構築する。 

是正を目指す 

地域格差の状況 

格差の分野       

  □社会構造の格差      ■地域経済の格差 

  □地方行財政の格差     □医療・福祉の格差 

  □その他の格差（       ） 

地域経済の格差を客観的に比較する選択指標 

［□ 一人当たり課税所得  □ 完全失業率  ■ 観光入込客数 ］ 

医療・福祉の格差を客観的に比較する選択指標 

［□ 少子化率 □ 医師・歯科医師数 □ 医療・福祉就業者数 ］ 

具体的な格差の状況（客観的なデータ等） 

 観光客入込数 

 ( 平成２３年度  ) 

江差町 358 千人      

 木古内町 55 千人 

 上ノ国町 97 千人 

 奥尻町 33 千人 

宿泊客数 

 ( 平成２３年度 ) 

江差町 22 千人 

木古内町 1.8 千人 

上ノ国町 1.7 千人 

奥尻町 32 千人     

 

 (       ) 

・当該市町村      

・全道平均      



地域重点プロジェクト 

との関連性 

■ 該 当 

□ 非該当 

◆地域重点プロジェクト名 

○新幹線開業を契機とした戦略的地域づくり推進

プロジェクト 

 

○道南の食・文化・歴史を生かした交流促進プロジ

ェクト 

 

◆ 主な取組  

 ・新幹線開業効果を最大限に引き出す地域づくりの促進 

 ・地域資源の磨き上げ・発掘 

 ・広域観光ルートの開発 

○ 新幹線開業を見据え、新たな観光商品の開発 

○ 新幹線駅を起点とする二次交通網の検討 

○ 地域の魅力を高める観光メニューの構築 

○ ＪＲ江差線や南西沖地震の記憶を風化させない取組 

地域政策推進事業との

関連性 

■ 該 当 

□ 非該当 

◆地域政策推進事業名 

 ひやま食と観光推進事業 

期待される効果 
（指標） 

設定目標（項目） 
現状値 

（平成２３年） 
支援期間終了後の成果目標 

（平成２６年） 
将来的な成果目標 
（概ね３年後） 

観光入込客数 

江差町 356 千人 

木古内町 55 千人 

上ノ国町 97 千人 

奥尻町 33 千人 

江差町 360 千人（1.1％増） 

木古内町 56 千人(1.8％増) 

上ノ国町 99 千人(2％増) 

奥尻町 33.3 千人(0.9％増) 

江差町 400 千人(12.4％増） 

木古内町 70 千人(27.3％増) 

上ノ国町 105 千人(8.2％増) 

奥尻町 37 千人(12.1％増) 

宿泊客数 
江差町 21.4 千人 

奥尻町 32.6 千人 

江差町 23.0 千人（9.8％増） 

奥尻町 35.7 千人(9.5％増) 

江差町 25.0 千人(16.8％増) 

奥尻町 38.0 千人(16.6％増) 

    

プロジェクトの 

公表方法 
江差町のホームページを活用 

※「地域再生プロジェクト計画書」（別記第１号様式）の記載との整合に留意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 地域再生プロジェクトの実施計画 

No 事業名等 事業概要 
年次別実施計画 

これまでの実績 平成２５年度 平成２６年度 

1 

事 業 名 
ふれあいローカル江差線の旅
開催事業 

（事業概要）  ○ 実行委員会の組織化 
○ 参加者の公募 
○ ＪＲ北海道との協議 
○ 沿線自治体との連携 
○ イベントの実施 

○ 実行委員会の組織化 
○ 参加者の公募 
○ ＪＲ北海道との協議 
○ 沿線自治体との連携 
○ イベントの実施 

 ＪＲ江差線の廃線イベントとして
世代間交流を基軸とした江差線の旅
を実施（秋：10 月） 実施期間 平成２５年度～平成２６年度 

実施主体 
ふれあいローカル江差線実行
委員会 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 □直営 □委託 ■補助  ■ 臨時列車の運行 
 ■ 各駅の歴史や由来の紹介 
 ■ 車窓からの沿線の自然観察 
 ■ 車内での郷土芸能披露等 

事 業 費 

平成２５年度 ５２７ 

平成２６年度 ５００ 

計 １，０２７ 

2 

事 業 名 
ありがとう江差線記念イベン
ト開催事業 

（事業概要）  ○ 実行委員会による企画 
○ 松寶丸保存会との調整 
○ 民芸団体連絡協議会と

の調整 
○ ＪＲ函館支社主催のツ

アーとの調整等 
○ イベントの実施 

 

 ＪＲ江差線を利用して訪れる観光
客に対し、江差駅前広場を利用して
歓迎イベントを実施（夏：７月） 実施期間 平成２５年度 

実施主体 江差町陣屋町内会 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 □直営 □委託 ■補助  ■ ビアガーデンや炉端焼きコー
ナー等の設置 

 ■ 郷土芸能等の披露 
 ■ 陣屋町内会が所有する祭典山

車「松寶丸」の展示 
 ■ 観光客を昭和初期の服装で出

迎え等 

事 業 費 

平成２５年度 ３１０ 

平成２６年度 ０ 

計 ３１０ 

3 

事 業 名 江差周遊観光推進事業 
（事業概要）  ○ シャトルバス運行計画

の策定 
○ 運行事業者の選定 
○ ＪＲ函館支社独自ツア

ーとの調整等 
○ 廃線イベントやエージ

ェントとの調整 

○ シャトルバス運行計画
の策定 

○ 運行事業者の選定 
○ ＪＲ函館支社独自ツア

ーとの調整等 
○ 廃線イベントやエージ

ェントとの調整 

 ＪＲ江差線を利用して訪れる観光
客に対し、無料シャトルバスを運行
し町内の観光施設等を巡り、地域の
活性化を図る。 

実施期間 平成２５年度～平成２６年度 

実施主体 江差観光コンベンション協会 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 □直営 □委託 ■補助  ■ シャトルバスの運行 
 

事 業 費 

平成２５年度 １，８００ 

平成２６年度 １，０００ 

計 ２，８００ 

 
 
 
４ 

事 業 名 駅なか市場開催事業 
（事業概要） 

 ○ ＪＲ北海道との調整 
○ 江差保健所への各種

届出 
○ 駅構内にて特産品の

販売の実施 

○ 駅構内にて特産品の
販売の実施 

 江差駅舎内を活用し、地元食材を
活用した駅弁や、地域の特産品等土

実施期間 平成２５年度～平成２６年度 



実施主体 江差商工会 産品の販売を行う。  

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 □直営 □委託 ■補助  ■ 駅弁の開発 
 ■ 出店者調整 
 ■ 出展品目の調整 
 ■ 販売等 

事 業 費 

平成２５年度 ７８０ 

平成２６年度 ４００ 

計 １，１８０ 

5 

事 業 名 江差線パンフレット作成業務 
（事業概要）  ○ 取材及び資料収集 

○ 構成等協議 
○ パンフレット印刷 
○ ＪＲ函館駅や江差線

各駅及び沿線自治体
に配置 

 

○ ＪＲ函館駅及び江差
線各駅及び沿線自治
体に配置 

 

 廃止決定後、数多く訪れるであろ
う観光客等に対し、江差線の歴史や
由来、更には沿線自治体の観光情報
等を盛り込んだパンレットを作成し
リピーター率の向上や地域情報の発
信を行う。（5，000 部） 

実施期間 平成２５年度 

実施主体 ＪＲ江差線対策協議会 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 □直営 ■委託 □補助  ■ 取材及び編集 
 ■ パンフレットの構成協議 
 ■ パンフレット印刷（5,000 部） 事 業 費 

平成２５年度 １，５０１ 

平成  年度 １，０００ 

計 ２，５０１ 

6 

事 業 名 沿線自治体観光情報発信事業 
（事業概要）  ○ 冊子購入 

○ エージェント等への
配付 

 

 江差線廃止により関心の高まる当
地域において、道内外からの誘客を
図るため、広域エリアを網羅した質
の高い宣伝小冊子を購入し、エージ
ェント等へ配付し、地域の情報発信
を行う。（4,000 部） 

実施期間 平成２５年度 

実施主体 
新幹線木古内駅活用推進協議
会 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 □直営 □委託 ■補助  ■ 小冊子の購入 

事 業 費 

平成２５年度 １，８９０ 

平成年度 ０ 

計 １，８９０ 

7 

事 業 名 江差線フォトコンテスト 
（事業概要）  ○ 事業内容検討 

○ 事業内容周知等 
○ 随時応募受付 

○ 応募作品審査及び表
Ｈ層 

○ 応募作品パネル展開
催 

○ 応募パネルの街なか 
展示 

 ＪＲ江差線の沿線のフォトコンテ
ストの実施。応募作品については、
江差線の記録としてパネル展等を開
催する。 

実施期間 平成２５年度～平成２６年度 

実施主体 ＪＲ江差線対策協議会 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 ■直営 □委託 □補助  ■ 事業内容検討 
 ■ 事業内容周知及び応募 
 ■ 応募作品審査及び表彰 
 ■ 応募作品パネル展の開催 
 
 

事 業 費 

平成２５年度 ０ 

平成２６年度 １００ 

計 １００ 



8 

事 業 名 
ＪＲ江差線廃線記念イベント
開催事業 

（事業概要）  ○ 企画立案 
○ 関係団体との調整等 

○ 記念イベントの実施 
○ 郷土芸能等披露 
○ 祭典山車の共演 
○ 住民参加によるペン

ライト演出 
○ その他 

江差線の廃線日（最終運行日）に記
念式典等を開催する。 

実施期間 平成２６年度 

実施主体 ＪＲ江差線対策協議会 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 ■直営 □委託 □補助  ■ 企画立案  
 ■ 舞台芸能等披露 
 ■ 記念品配付（簡易） 
 ■ 姥神大神宮渡御祭典山車１３

台による共演 
 ■ 住民参加等の仕組みづくり 

事 業 費 

平成２５年度 ０ 

平成２６年度 ２，０００ 

計 ２，０００ 

9 

事 業 名 離島観光の魅力づくり事業 
（事業概要）  ○新たな観光資源磨き上げ

事業 
・防災プログラム体験 
・20 年の島体験・島情報を
企画したモニターツアー
の実施 

・奥尻航路の活性化のため
木古内から江差、奥尻を
結ぶ新たな観光商品の開
発（震災プログラム等） 

・モニターツアーを実施し、
滞在型観光の検証を実施 

○新たな観光資源磨き上
げ事業 
・防災プログラム体験 
・20 年の島体験・島情報
を企画したモニターツ
アーの実施 

・奥尻航路の活性化のため
木古内から江差、奥尻を
結ぶ新たな観光商品の
開発（震災プログラム
等） 

・モニターツアーを実施
し、滞在型観光の検証を
実施 

 江差線の廃止や新幹線の開業とい
た環境の変化を踏まえた木古内-江
差-奥尻間の新たな魅力開発による
誘客やエージェントを対象としたモ
ニターツアー等を展開し、磨き上げ
を実施 

実施期間 平成２５年度～平成２６年度 

実施主体 
新幹線木古内駅活用推進協議
会 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 □直営 □委託 ■補助  ■ 新たな観光資源磨き上げ事業 
 ■ モニターツアー実施事業 

事 業 費 

平成２５年度 ３，４００ 

平成２６年度 ４，４００ 

計 ７，８００ 

1
0 

事 業 名 「鉄まち木古内」観光推進事業 
（事業概要） 

 

○ リーフレット印刷 
○ 沿線各駅に配置 

○ リーフレット印刷 
○ 沿線各駅に配置 
○ 町内周遊促進イベン

トの実施 

 江差線の廃止や新幹線の開業に向
けて来訪増加が見込まれる鉄道愛好
家の回遊を促すため「鉄まち木古内」
リーフレットの作成やイベントを実
施する。 

実施期間 平成２５年度～平成２６年度 

実施主体 木古内町観光協会 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 □直営 □委託 ■補助  ■ リーフレットの印刷 
 ■ 町内周遊イベントの実施 
 
 事 業 費 

平成２５年度 ３４０ 

平成２６年度 １，０００ 

計 １，３４０     

1
1 

事 業 名 
地域再生プロジェクト推進会
議開催事業 

（事業概要） 

 

○ 構成員の人選 
○ 会議の開催 
○ 個別事業の再評価等 

○ 構成員の人選 
○ 会議の開催 
○ 個別事業の再評価等 
 

 自治体や民間団体等の有識者で構
成する会議を組織し、プロジェクト
事業全般に関する意見交換等を行い
事業の円滑な推進を図る。 

実施期間 平成２５年度～平成２６年度 

実施主体 ＪＲ江差線対策協議会 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 



実施形態 ■直営 □委託 □補助  ■ 推進会議の開催 
 
 
 事 業 費 

平成２５年度 ７０ 

平成２６年度 ７０ 

計 １４０     

1
2 

事 業 名 
地域再生プロジェクト成果発

表会開催事業 

（事業概要） 

 

○ 開催日程等の調整 

○ 事業団体との調整 

○ 発表会の開催 

○ 開催日程等の調整 

○ 事業団体との調整 

○ 発表会の開催 
 地域住民に対し、プロジェクトの

成果を発表する会を開催する。 実施期間 平成２５年度～平成２６年度 

実施主体 ＪＲ江差線対策協議会 

事業区分 ■新規 □既存 □継続実施 （取組内容） 

実施形態 ■直営 □委託 □補助  ■ 発表会の開催 

 

 

 
事 業 費 

平成２５年度 ２０ 

平成２６年度 ２０ 

計 ４０     

計 事 業 費 

平成２５年度 １０，６３８     
平成２６年度 １０，４９０ 

計 ２１，１２８ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 財源内訳（平成２５年度） 

（千円） 

No 
事 業 名 

事 業 費 

財   源   内   訳 
交 付 金 
要 望 額 

国庫補助 
金  等 

道 補 助 
金  等 

市町村補助等 市 町 村 
自己財源 

民 間 等 
自己財源 

そ の 他 
実施主体名 補助金等 委 託 費 

1 

ふれあいローカル江差線の旅開催
事業 ５２７ 

（名称） （名称） 

２００   ３２７ 

（名称） 

２００    

同実行委員会（住）    

2 

ありがとう江差線記念イベント開
催事業 ３１０ 

（名称） （名称） 

２００   １１０ 

（名称） 

２００    

江差町陣屋町内会（住）    

3 
江差周遊観光推進事業 

１，８００ 

（名称） （名称） 

１，７９０   １０ 

（名称） 

１，７９０    

江差観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会（公）    

4 
駅なか市場開催事業 

７８０ 

（名称） （名称） 

６８０   １００ 

（名称） 

６８０    

江差商工会（公）    

5 
江差線パンフレット等作成業務 

１，５０１ 

（名称） （名称） 

  １，５０１  

（名称） 

１，５００    

ＪＲ江差線対策協議会    

6 
沿線自治体観光情報発信事業 

１，８９０ 

（名称） （名称） 

１，８９０    

（名称） 

１，８９０    

新幹線木古内駅活用推進協議会(他)    

7 
離島観光の魅力づくり事業 

３，４００ 

（名称） （名称） 

３，４００    

（名称） 

３，４００    

新幹線木古内駅活用推進協議会(他)    

8 
「鉄まち木古内」観光推進事業 

３４０ 

（名称） （名称） 

３４０    

（名称） 

３４０    

木古内町観光協会（公）    



No 
事 業 名 

事 業 費 

財   源   内   訳 
交 付 金 
要 望 額 

国庫補助 
金  等 

道 補 助 
金  等 

市町村補助等 市 町 村 
自己財源 

民 間 等 
自己財源 

そ の 他 
実施主体名 補助金等 委 託 費 

9 

地域再生プロジェクト推進会議開
催事業 ７０ 

（名称） （名称） 

  ７０  

（名称） 

０    

ＪＲ江差線対策協議会    

10 

地域再生プロジェクト成果発表会
開催事業 ２０ 

（名称） （名称） 

  ２０  

（名称） 

０    

ＪＲ江差線対策協議会    

11 
 

 

（名称） （名称） 

    

（名称） 

    

    

12 
 

 

（名称） （名称） 

    

（名称） 

    

    

計 
事 業 数［   １０     ］ 
実施主体数［   ７     ］ 

１０，６３８   ８，５００  １，５９１ ５４７  １０，０００ 

※「地域再生プロジェクト事業予定調書」（別記第２号様式）の記載との整合に留意すること 


